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はじめに 


このたびは、 「 MN 7320」をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

本メンテナンス用マニュアルは 「 MN 7320」 に管理者モードでログインした場 
合にのみ表示される設定項目と、モデム（ブリッジ）モードの詳細設定につい 
て説明しています。通信事業者などの指示により詳細な設定を行う場合に参照 
してください。 

通常ご利用になるには、付属のマニュアルを參照してください。 


表記について 


〇 


ルータ 


アイコンは、ルータとして利用する場合のみ利用可能な項目に 


表記します。 


〇 


モ丁ム(ブリツシ) 


アイコンは、モデム（ブリッジ） 
用可能な項目に表記します。 


として利用する場合のみ利 


本書について 

• 本メンテナンス用マニュアルの内容の一部またはすべてを無断で転載、複製 
することは禁止されています。 

• 本メンテナンス用マニュアルの内容は、将来予告なしに変更する場合があり 
ます。 


本メンテナンス用マニュアルの著作権は、すべて株式会社エヌ•ティ•ティ 
ェムイーに帰属します。 
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1 章設定の準備 

第1章設定の準備 

1-1 管理メニューを表示する 


「 MN 7320」 へログインすることにより、管理メニューを表示します。 



WWW ブラウザを起動してください。 


<注意 WWW ブラウザの設定で、 JavaScript の使用を無効にしている場合 

は有効にしてください。 


2 URL に 「 MN 7320」の IP アドレスを入力し、 [ Enter ] キーを押してください。 
ネットワークパスワードの入カダイアログが表示されます。 



注意 工場出荷時の IP アドレスは192.168 .1.1 となっていますので 
fhttp ：// 192.168 .1.1 [Enterjj となります。 
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3 「192.168.1.1に接続」画面で、管理者用のユーザ名 『 admin 』 およびパスワー 
ド 『 admin 』 を入力し、 [ OK ] をクリックしてください。「 MN 7320 J 管理メニュー 
が表示されます。 




















注意 ユーザ名.パスワードの 『 admin 』 は工場出荷時の初期値です。 

運用開始時にはセキュリティの観点から、ユーザ名とパスワードの 
設定をお勧めします。 

変更方法については「1-3 ログインパスワードの設定」を参照して 
ください。 


礞メモ 前回設定した IP アドレスやパスワードがわからなくなって、 

「 MN 7320」 にアクセスできない場合は、マニュアルの「10章一時 
工場出荷時設定での起動」を參照してください。 


工場出荷時の設定値- 

ユーザ名 ： admin 

パスワード ： admin 

IP アドレス ：192.168 .1.1 
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1 章設定の準備 


1-2 画面構成 


設定ページの管理メニュー画面は、メニューフレームと操作フレームに分かれ 
ており、メニューフレームから設定 • 表示 • 保守の各メニューを選択すると操 
作フレームに設定ページや関連情報が表示されます。 



H ベ-ジ * ィントネット 



メ ニューフレーム 操作 フレーム 


<メモ 操作フレーム右上の「？」マークや項目名をクリックすることにより、 

それぞれの説明を表示させることができます。 
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1-3 ログインパスワードの設定 


セキュリティの観点から、運用開始時にパスワードを変更することをお勧めします。 


-I メニューフレームから[ログインパスワード]設定をクリックしてください。口 
丄グインパスワード設定ページが表示されます。 


ログインパスワード設定 ^20 


本装蛋にログインするためのユーザ名、バスワードを変更することができます。 

ユーザ名、バスワードを変更するためには、対象となるアクセス榷限またはユーザ名をクリ 
ックしてください0 



2 [管理者]をクリックしてください。管理者用のログインパスワード設定ダイア 
ログが表示されます。 


ログインバスワード設定 




アクセス榷限 音理者 

ユーザ名 [admin 

パスワ'-ド 

パスワードの確 IS 入力 


3 ユーザ名欄にユーザ名、パスワードおよびパスワードの確認入力欄にパスワー 
ドを入力し、[設定]をクリックしてください。 


<メモ * * 32文字以内の半角英数文字の大文字、小文字が使用できます。 

但し、<>’” ？&%=¥については使用できません。 

* 異なったパスワードを入力した場合はエラーページが表示されます。 
[戻る]をクリックして操作をやり直してください。 

* 工場出荷時設定では、管理者についてはユーザ名、パスワードとも 
に 『 admin 』、 一般ユーザについては 『 user 』 で設定されています。 
一般ユーザでアクセスした場合は設定できる内容が制限されます。 













2 章基本設定_ 

第2章基本設定 

2-1 設定を選択する 


「 MN 7320」では「おまかせ設定」、 「 PPPoE 」、「 PPPoA 」、 「モデム（ブリッジ)」 
用に計4種類の設定を保存しておくことができ、必要に応じて設定を切り替え 
ることができます。 


-I メニューフレームより[設定の選択]をクリックしてください。操作フレームに 
丄設定の選択画面が表示されます。 


設定の選択 ヘルプ □ 


編集を行う設定を切り替える埸合、その設定の「編集する」をクリックし 
てください。基本設定画面が表示されますので、他の項目を編集する 
B 寺は左のメニューから逞折してください。 

使用する設定を変更する埸合は、「使用する」をクリックしてください。 


No . 設定の名称助作モート" 

1 omakase 指定無し 

使用 編集 

使用中 |編集する| 

2 

PPPoE 

NAT ルータ 

|使用す6 ||編案す5丨 

3 

PPPoA 

NAT ルータ 

|使用する|1編集する丨 

4 

Modem 

プリッジ 

|使用する|| •偏集する丨 
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2 編集したい行の[編集する]をクリックしてください。 

設定フレ ー ムには選択した設定の基本設定画面が表示されます。 メニュー フ 
レームには、現在使用中の設定と現在編集中の設定が表示されますので確認し 
ながら設定作業を行ってください。 


基本設定 


設定の名称| PPPoE 


觔作モード| NAT ルータ 


LAN 側 IP アドレス/マスク長1192.168 .1.1 ]/|24 ] 

LANfiljProxyARP 

使用しない v 

LANfflRIP 設定 

ヒレーティンヴ；(者報の送受信を行わな L' v 


DHCP サーバ 用する_ 

害 IJ り当て先頭 IP アドレス1192.1 68.1.2 " 

割り当て IP アドレス f0 数巨2 ](1-256) 

リース時間 [60 _|分 (1-1440) 

配送ゲートウェイアドレス0 LAN 側 IP アドレス 

O IP アドレス指定:_ 

配送 DNS サ-パアドレス®自助 dp over ATM 使用時は無挪 

O IP アドレス指定プライマリI_ 

セカンダ [ _ 

〇配送しない 


NAT テーブルエージンク .B 寺間 CTCP 〉 (9000 秒(〇:初期値) 
NAT テーフ"ル ェー ジンヴ B 寺間 CTCP 以外）@0 |秒 <0:初期値) 

[1511 IW ] 


上記の設定を変更した埸合は設定ポタンを押してか6、掊続先の設定を行ってください。 
接続先一 M 


No. 播耪先の 

L EP 


名称接痪先の使用 ATM 猜篇方法 

使用すろ PPP over Ethernet 


2 

3 


(※画面は PPPoE の場合の例です) 
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2 章基本設定 


2-2 設定の名称と動作モードの設定 


選択した設定の名称と動作モードの設定を行います。あらかじめプロバイダか 
ら入手した契約内容の記載されている資料を用意しておくと便利です。 


-I 設定の名称 

丄設定の名称を入力してください。複数の設定を登録した場合に、この名称で判 
別することができます。 


設定の名称 PPPoE 


<注意 半角の英数字および記号の入力が可能です。 

但し、く〉‘“？&%=¥は使用できません。 


2 動作モード 

動作モードを 「 NAT ルータ」、 「 IP ルータ」、「ブリッジ」から選択してください。 

勒作モード | NAT ルータ v 


<メモ 動作モードを選択した時点で、設定フレームの表示が各動作モード 

専用の設定に切り替わります。 


3 LAN 側 IP アドレス/マスク長、もしくはホスト IP アドレス/マスク長 

ルータモードの場合は、 LAN 側の IP アドレスとマスク長を指定してください。 
プリツジモードの場合は、 IP ホストの IP アドレスとマスク長を指定してください。 


LAN ^ IP アドレス/マスク長192.168 .1.1 /24 


4 LAN 側 ProxyARP ( NAT ルータ、 IP ルータの場合のみ） 

使用する LAN 環境において、 「 MN 7320」 が ProxyARP 応答する必要がある 
場合には「使用する」を選択してください。 
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LANflljProxyARP 


使用しない v 










5 LAN 側 RIP 設定 （ NAT ルータ、 IP ルータの場合のみ） 

LAN 側インタフエースにおける Routing Information Protocol ( RIP ) のルー 
ティング情報の扱いを設定します。以下の中から選択してください。 


LAN 側 RIP 設定 [[ル'-ティング惜報の送受信を行わない v 


• 「ルーティング情報の送受信を行う」 

• 「ルーティング情報の送信を行う」 

• 「ルーティング情報の受信を行う」 

• 「ルーティング情報の送受信を行わない」 
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2 章基本設定 

2-3 DHCP 設定 


ルータ 


LAN 側に接続される装置のネットワーク設定を簡単にするための設定です 。 IP 
アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェイ、 DNS サーバアドレス 
などのネットワーク設定を 「 MN 7320」から配布することにより複数のパソコン 
を LAN 側に接続する場合のパソコン側のネットワーク設定を簡略化できます。 

DHCP サーバ 使用するV 

割り当て先頭 IP アドレス1192.168 .1.2 
割り当て IP アドレス1数132 ](1-256) 

リース時間 [6〇_|分 <1 -1440) 

配送ゲートウヱイアドレス® LA_IP アドレス 

0 IP アドレス指定_ 

配送 DNS サーバアドレス®自觔 dp over ATM g 用時は無幼〉 

〇 P アドレス指定ゴライマリ_ 

セカンダリ [ _I 

0配送しない 


1 DHCP サーバ 

DHCP サーバを使用する場合は「使用する」を選択してください。 


DHCPt ) ■—パ 使用する v 


<注意 LAN 側のネットワークに他の DHCP サーバが存在する場合は、「使 

用しない」を選択するなどの調整を行ってください。 


2 割り当て先頭 IP アドレス 

LAN 側のパソコンなどに割り当てる IP アドレスの先頭アドレスを指定してください。 


割り当て先頭 IP アドレス 192.168.1.2 


<注意 LAN 側インタフェースに指定した IP アドレスと同じサブネットに 

属するアドレスでなければなりません。 
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3 割り当て IP アドレス個数 

割り当て先頭アドレスより、何個分の IP アドレスを LAN 側のパソコンなどの 
ために確保するかを指定してください。 


割り当て IP アドレス個数32 (1-256) 


礞メモ 割り当て先頭 IP アドレスが192.168 .1.2 の場合、割り当て IP アド 

レス個数が10であれば以下のように確保されます。 


192.168 .1.2 

192.168 .1.3 

192.168 .1.4 

I 

192.168.1.11 


A リース時間 

1〜1440分までの間で指定してください。 


リース時間 |60 ] 分 (1-1440) 


《メモ パソコンを継続的に使用する場合は、自動的に再リースされます。 


5 配送ゲートウェイアドレス 

バソコンに配送するゲートウェイアドレスを指定してください。 

通常は「 MN 7320」の LAN 側 IP アドレスがゲートウェイアドレスとなるため、 
「 LAN 側 IP アドレス」を選択してください。 


配送ゲ“トウエイアドレス® LAN 側 IP アドレス 
O IP アドレス指定 


礞メモ 「 MN 7320」 以外のネットワーク機器を標準のゲートウェイとして使 

用する場合は、 「 IP アドレス指定」を選択し、入力欄に IP アドレス 
を入力してください。 
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2 章基本設定 


6 配送 DNS サーバアドレス 

パソコンに配送する DNS サーバアドレスを選択してください。 

配送 DNS サーバアドレス®自射 j (IP over ATM 使用時は無効) 

〇 ip アドレス指定プライマリ r 

セカンダリ [ _ 


〇配送しない 


♦自動 （ PPPoE と PPPoA のみ） 

プロバイダから PPP により DNS サーバアドレスを取得するよう指示されて 
いる場合に指定してください。この場合、 DNS サーバアドレスとして LAN 
側 IP アドレスが配送されます。 「 MN 7320」 は DNSProxy となり DNS バケツ 
卜を DNS サーバに転送します。 

♦ IP アドレス指定 

プロバイダから DNS サーバアドレスを指示されている場合に選択し、該当のプ 
ライマリ DNS サーバとセカンダリ DNS サーバの IP アドレスを入力します。 


♦配送しない 

パソコン 側で DNS サーバアドレスを指定したい場合、および DNS サーバア 
ドレスを設定しない場合に選択してください。 
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24 NAT テーブルエージング時間の設定 



1 NAT テーブルエー ジング時間 ( TCP ) 

丄 NAT テーブルから TCP セッショ ンを削除するまでの時間を1 〜 65535 
秒の範囲で指定してください。ここで指定した時間以上通信がなかった 
TCP セッションに ついては NAT テーブルから削除されます。本設定値が 
適用されるのは 、 TCP セッション のうち確立中のもののみで、未確立 や 
切断後のものについては白動的に適切なエージング時間が選択されます。 
通常は初期値から変更する必要はありません。設定変更後初期値に戻す場合は 
0を設定してください。 


NAT テーブルエージンヴ B 寺間 CTCP ) 19000 秒（〇:初期値) 


2 NAT テーブルエージング時間 ( TCP 以外） 

NAT テーブルから TCP 以外の セツシヨ ンを削除するまでの時間を1 
〜65535秒の範囲で指定してください。ここで指定した時間以上通 
信がなかった セツシヨンに ついては NAT テーブルから削除されます。 
通常は初期値から変更する必要はありません。設定変更後初期値に戻す場合は 
0を設定してください。 


NAT テーヴルエージンヴ B 寺間 CTCP 以外）160 1秒 ( D : 初期値) 
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2 章基本設定 

2-5 MAC アドレス学習設定 


モデム(ブリッジ) 


「 MN 7320」をモデム（ブリッジ）モードで使用する場合の MAC アドレス学習 
件数を設定できます。 


LAN 側学習件数 ® 自劫設定 

〇件数指定 L _1件¢-512〉 

ADSL 側学習件数®自觔設定 


〇件数指定_ J 件(0-512〉 

( LAN , ADSL 共に件数指定の畤は、合計512件以下とすること〉 

エージング B 寺間 |20_ ] 分 （5-1440(5 分刻みで設定）/ 0 CL -ジングしない》 

未学習の MAC アドレス宛のバケットを中枇する v 


-I LAN 側学習件数/ ADSL 側学習件数 

丄 LAN 側/ ADSL 側で学習する MAC アドレスの件数をそれぞれ設定 
します。特に指定のない場合は「自動設定」を選択してください。 

「自動設定」の場合は LAN 側と ADSL 側を合わせて最大512件まで学習 
します。件数を指定する場合は、〇〜512件の範囲で LAN 側と ADSL 側の合 
計件数が512以下になるようにしてください。 

_悖習件数 0自助設定 

〇件数指定_ j 件 (0-512) 

_則学習件数 © 自助設定 

〇件数指定し」件 <0-51 2〉 

( LAN 、 ADSL 共に件数指定の時は、合計512件以下とすること） 


< メモ MAC テーブルに512件学習されている状態で MAC テーブルにな 
い MAC アドレスからのパケットを受信した場合、そのパケットは 
未学習パケットとして扱われます。 


2 エージング時間 

学習された MAC アドレスが消去されるまでの時間を設定します。工場出荷時 
の設定は20分です。5分単位で5分〜1440分 （24 時間）まで設定できます。 


エージンヴ時 p 邊 |20 |分 ®- i 440(5 分刻みで設定〉/ 0 CL —ジ W しない〉) 


祕 5 注意 0を指定すると一旦学習した MAC アドレスは消去されません。但し、 

電源 OFF や機器再起動などを行った場合は消去されます。 

鑀メモ 「3-2 MAC フィルタ設定」で「指定 MAC のみ通過」が設定されてい 

る場合は、設定値にかかわらず〇を指定した時と同様に動作します。 
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3 未学習パケットの廃棄設定 

自動学習や手動設定などで登録されていない宛先 MAC アドレスを持つパケッ 
卜を廃棄するかどうかを設定します。 

例えば LAN 側からアクセス可能な端末を任意の1台に限定したい場合 、 LAN 
側の学習件数を1件にして本設定を「廃棄する」にします。 


未学習の MAC アドレス宛のパケットを中継する v 
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2 章基本設定 


2-6 接続先を選択する 


-| メニューフレームより[基本設定]をクリックしてください。操作フレーム下部 
丄に接続先一覧が表示されます。 


ルータの場合 

上記の設定を変更した埸合は設定ボタンを押じ C から、掊続先の設定を行ってください 0 
接続先一覧 


No. 接袋先の名称接蒺先の使用 ATM 接痪方法 

1 ISP 1 使用すろ PPP over Ethernet 

2 



3 



4 




(※画面は PPPoE の場合の例です) 


礞メモ 「 PPPoE 」 と fPPPoAj を指定できるのは接続先1のみです。 


モデム（ブリッジ）の場合 

上記の設定を変更した埸合は設定ボタンを押してから、接続先の設定を行ってください。 
接続先一覽 

No. 接耪先の名称接耪先の使用 

1 SP 使用する 
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2 接続先の No . をクリックしてください。操作フレームに接続先設定画面が表示 
されます。どの動作モードを選択したかによって設定内容が異なります。 


ルータ （ ppp 0 E ) の場合 

基本設定〈接続先の設定〉 

No. 1 

格^ to 名称 (bpi ~ 

この接耪先を v 

ATM 招続方法 PPP over Ethernet 

IP アドレス設定方法 7PP^f#" v 

この搬先との la'C'iPv;!/? キャスト«げ亂ない i%s| 

PPP 認 iiE ゴロト功レ^目¥先に®わせる'^ 

ユーザ ID luser-id@wakwak.co m 


パスワード 



PPP 自助招続 ©*13^5. 

〇必里時 I こする- PPPS 助切断までの I 時 RS 1〇_ ] 分 

oua い 

PPP 掊続状態監携行わない减 

PPPoE 接練サ-ビス名 [ ] 

PPPoE 播徬サーバ名 [ | 

TCP 鼉穴メッセ—ジ顆酸©行5一 最穴メッセージ典1£_ ] パイト C 1240-1462 / 0( 白*)» 

〇行わない 

ATMzrt ■'クシ a ン ID VPl |0 | <〇-265) VCII 32 ] «32-65535) 

ATM トラフィッククラス ©UBR 

定時の注音 OCBR - ♦ビ-加レレ-卜 [2 *Kbps _ 

ルータ ( pppoA ) の場合 

基本設定(接続先の設定） 


No. 1 

接続先の名称 

この格皖先を_ 

ATM 招続方法 I PPP over ATM v 

IP アドレス設定方法 I PPP 取待 _ 

この接銪先との聞 1TIP マルチキャスト =S ■推しない_ 

PPPISH ゴロトコル厂相手先にあわせる vj 

ユ -tfID [ I 

バス W [ 

バスヮ-ドの入力 r _ _ 

PPP 自助接桡 ©常 IZf る 

〇必要時Iこする— PPP 自»切断までの畤囿[〇_ ] 分 

OUiC' 

PPP 搬状態監視I行ゎない_ 

カブレ化の方式 [VC マルチプレクス y 

ATMrrf ク '>9 ン ID VPI[D ] ¢-255) VCl[^ I <32-65535) 

ATM トラフィッククラス @UBR 

OCBR- ►ビーク tel レレート 124Kbps _ 


〔設定丨 I 則除]([戻る I 
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2 章基本設定 


モデム（ブリッジ）の場合 


基本設定(接続先の設定) 


No . 1 

接続先の名称 |BP 

この接続先を使用する V ； 


ATM コネクシ a ン ID VPI |0 ] ¢-255) VCI |32 02-65535〉 

ATM トラフィッククラス 0 UBR 

〇 CBR ー ビーク iZ ルレート 1 24 Kbps v 


<メモ * 新規に設定を行う場合は、上記までの設定が終わった時点で自動的 

に接続先 N 0.1の設定画面が表示されます。 


* 「2-2設定の名称と動作モードの設定」で 「 IP ルータ」または 「NAT 
ルータ」を選択した場合と「モデム（ブリッジ)」を選択した場合で 
は設定内容が異なります。 
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2-7 ATM 設定と IP 設定 



ATM と IP の設定を行います。 


-I 接続先の名称 

丄接続先の名称を入力してください。複数の接続先を登録した場合に名前で判別 
することができます。 


接続先の名称 jlSPI 


礞メモ 半角の英数字および記号の入力が可能です。但し、〈>‘“？&% = 

¥は使用できません。 


2 この接続先を 

この ADSL 接続をしようする場合には「使用する」を選択してください。 


この掊続先を使用する v 


3 ATM 接続方法 

プロバイダ側のルータとの接続方法を選択します。プロバイダの指定に従って 
「IP over ATM 」 または 「 PPPoE と PPPoA 」 のいずれかを選択してください。 


ATM 接続方法 


PPP over Ethernet v 









2 章基本設定 


4 IP アドレス設定方法 

動作モードと ATM 接続方法の選択内容により設定内容が変ります。 


♦「 NAT ルータ」と 「 PPPoE または PPPoA 」 の場合 
「 IP アドレス指定」か 「 PPP 取得」を選択してください。 

「 IP アドレス指定」を選択した場合は IP アドレスを入力してください。 

♦「 NAT ルータ」と 「IP over ATM 」 の場合 

「 IP アドレス指定」を選択し、 IP アドレスを入力してください。 

♦「 IP ルータ」と 「 PPPoE または PPPoA 」 の場合 

「 IP アドレス指定」、 「 PPP 取得」、 「 Unnumbered 」 のいずれかを選択してく 
ださい。 「 IP アドレス指定」を選択した場合は IP アドレスを入力してください。 
「 Unnumbered 」 を選択した場合、ルータ ID 番号で 「 LAN 」 を選択してください。 

♦「 IP ルータ」と 「IP over ATM 」 の場合 

「 IP アドレス指定」か 「 Unnumbered 」 を選択してください。 

「 IP アドレス指定」を選択した場合は IP アドレスを入力してください。 
「 Unnumbered 」 を選択した場合、ルータ ID 番号で 「 LAN 」 を選択してください。 

♦「 PPP 取得」を選択した場合 

プロバイダより PPP 接続の指定を受けている場合は、 ADSL 側 IP アドレ 
スを自動取得することができます。 


IP アドレス設定方法 IPPP 取得 


♦「 IP アドレス指定」を選択した場合 

プロバイダから IP アドレスの割り当てを受けている場合は、そのアドレス 
を設定欄に入力してください。 


IP アドレス設定方法 
IP アドレス/マスク長 


① IP アドレスを指定してください。 


‘注意 既に LAN が敷設されている場合は、その IP アドレス付与規則に従っ 

て IP アドレスを指定してください。 


r ! p アドレス指定 v 

I M ~ 1 


②マスク長にサブネットマスクのビット長を指定してください。 
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♦「 Unnumbered 」 を選択した場合 

IP ルータとして使用する場合は、 IP アドレスを割り当てない unnumbered 
の設定ができます。プロバイダなどからの指示に従って設定してください。 


IP アドレス設定方法 ^ Unnumbered ーマ 

ルータ ID 畨号 I LAN v 


ルータ ID で 「 LAN 」 を選択してください。 

IPoA を選択している場合、「接続先 IP アドレス」を設定します。 


5 RIP 設定 

RIP 情報の送受信について設定を行います。 

PPPoA または IPoA のとき、動作モードに IP ルータを設定している場合のみ 
設定できます。 


RIP 設定 レーティング惜報の送受信を行わない v 


以下の中から選択してください。 

• 「ルーティング情報の送受信を行う」 

• 「ルーティング情報の送信を行う」 

• 「ルーティング情報の受信を行う」 

• 「ルーティング情報の送受信を行わない」 


6 IP マルチキャスト設定 

IP マルチキャストバケツトを中継するか否かを選択してください。4種類の接 
続先設定のうち、「中継する」を設定できるのは1つだけです。通常は「中継 
しない」を選択してください。 


この接続先との間で IP マルチキャストを：中枇しない v 
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2 章基本設定 


2-8 コネクション設定 



プロ バイダ側の ルータとの 接続に関する設定を行います。どの ATM 接続方法 
を選択したかによって設定内容が異なります。 

PPPoE と PPPoA の場合 

基本設定(接続先の設定〉 


No. 1 


格続先の名称: EP 


この掊徬先を使用する v 


ATM 掊耪方法 

PPP over Ethernet v 

IP アドレス畐5$^法 

PPP 取得 v 

この接铳先との聞で IP マルチキャストを|中維しないV 


PPPIS1I プロトコルI相手先に®わせる v 
ュ-ザ © 

パス9-ド 


パスワ-ドの力「 

PPP 自助掊梡 ©WICT5. 

〇必要時こする-* PPP 自劫切断までの時間[〇_I分 

Ouw .' 

PPP 接続状態監視ゆわない4」 

PPPoE 接耪サービス名| 

PPPoE 接较 tt — パ名 [ ] 

TCP 最办ツセ-ジ長調!！ ® 行う—最穴メッセ-ジ畏[〇_|パイト (1240-1452 / 0(自助〉） 

〇行わ組、 


ATM3 ネクン3ン ID VPI|0 ] (0-255) VCl|32 I 02-65535) 
ATM トラフィック； >5 ス ®UBR 

OCBR-* ビークセルレート 124Kbps 

(※画面は PPPoE の場合の例です） 

IP over ATM の場合 


基本設定(接続先の設定) 


No. 1 

接続先の名称 |bp 

この掊梡先を使用する v 


ATM 接続方法 
IP アドレス設定方法 
IP アドレス/マスク長 
RIP 言婉 


[IP over ATM v 

[] P アドレス指定 v 

I M~~I 

| ルーティンヴ牾報の送受信を行わない V 


この掊続先との間で IP マルチキャストをI中継しないV 


カプセル化の方式 [LLC カゴ乜ル化 v 

格続先 IP アドレス S5 決方法 IlnATMARP を用いないV 


ATMZ1 ネクシ aMD VPl|o ](D-255) VCl[32 ] 02-65535) 

ATM トラフィック:!巧ス ® UBR 

〇さ宝昤の;'キ竞 OCBFl — ビーク乜ルレート 124 Kbps v 
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1 認証プロトコル （ PPPoE と PPPoA のみ） 

プロバイダに接続するために必要となる PPP 認証方式について設定します。 
ATM 接続方法に PPPoE または PPPoA を指定している場合のみ設定できます。 

①プロバイダとの接続時に行う認証プロトコルを選択してください。 

通常は「相手先に合わせる」を選択してください。プロバイダから認証プロ 
トコルを指定されている場合は、 「 PAP 」、「 CHAP 」 または「使用しない」 
のいずれかを選択してください。 


②ユーザー ID 

プロバイダから指定された PPP 認証用の ID を入力してください。 


礞メモ メール受信に使用するメールサーバ用 ID とは異なる文字列を指定 

される場合があります。 


③パスワード 

プロバイダから指定された PPP 認証用のパスワードを入力してください。 
パスワード確認入力欄にも同じパスワードを入力します。 


礞メモ メール受信に使用するメールサーバ用パスワードとは異なる文字列 

を指定される場合があります。 


2 PPP 自動接続（セッション • キープ • アライブ機能） 

プロバイダとの PPP 接続を自動的に行うか否かを選択します。プロバイダから 
の指示に従って設定してください。 


• 「常にする」を選択した場合 

ADSL リンク確立時に PPP を自動接続します。また、何らかの理由で PPP 
が切断された場合も自動的に再接続します。通常はこちらを選択してくださ 
い。このとき、再接続要求は以下の間隔で行います。 

，4秒、4秒、4秒、8秒、16秒、32秒、32秒、以降32秒間隔 

• 「必要時にする」を選択した場合 

インターネットへのアクセスを開始する時点で自動的にプロバイダとの接続 
を行います。「必要時にする」を選択した場合、一定時間インターネットへ 
のアクセスがないと自動的に接続を切断することも可能です。 

アクセスが途絶えてから切断するまでの時間を 「 PPP 自動切断までの時間」 
欄に入力してください。また、自動切断しない場合は0を入力します。 


礞メモ 「 PPP 自動切断までの時間」は、分単位で1以上65535以下で設定 

します。 
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2 章基本設定 


3 PPP 接続状態監視 （PPPoE と PPPoA のみ） 

PPP の接続状態を監視するか否かを選択します。 


•「行う」を選択した場合 

PPP の LCP Echo という機能を使用して PPP の接続が保持されているかどう 
かを確認します。5分ごとに確認を行い、3回連続で保持されていないと判定 
した場合に PPP の切断を行います。 

• 「行わない」を選択した場合 
PPP の接続状態の監視は行いません。 


4 PPPoE 接続サービス名 （PPPoE のみ） 

プロバイダの指示に従って必要な場合に入力します。 


5 PPPoE 接続サーバ名 （PPPoE のみ） 

プロバイダの指示に従って必要な場合に入力します。 


6 TCP 最大メッセージ長調整 

PPP over Ethernet を使用して TCP 通信を行う場合に MSS (Maximum 
Segment Size) を調整するか否かを選択します。 

「行う」を選択した場合は、最大メッセージ長を指定します。最大メッセージ 
長に「0」を設定した場合は、自動的に適切な値が使用されます。通常は「行う」 
を選択し、最大メッセージ長に「0」を設定してください。 


7 カプセル化の方式 （PPPoA と IP over ATM のみ） 

プロ バイダ側の ルータ と同一の設定にしておく必要があります。 プロ 
バイダから指定された方法を選択してください。 


カゴセル化の方式 LLC カゴセル化 v 


8 接続先 IP アドレス解決方法 （IP over ATM のみ） 

InATMAEP を使用するかを選択します。プロバイダから指定された方法を選択 
してください。 IP over ATM を使用している場合にのみ設定できます。 


接続先 IP アドレス解決方法 In ATM ARP を用いない v 


9 ATM コネクション ID 

プロバイダから指定された VPI / VCI を指定してください。 


ATM コネクシヨン ID VPI |〇 | (0-255) [32 ] (32-65535) 
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-i ATM トラフィッククラス 

丄 U ATM サービスの分類を CBR と UBR から選択してください。 CBR を選 
択した場合、ピークセルレートも必ず選択してください。 


ATM トラフ イツ ククラス 0 UBR 

B ら宝昤の注意 〇 CBR -> ビークセルレート124 Kbps — ソ 


<メモ 「 MN 7320」 の場合、全接続先設定のピークセルレートの合計が 

1024 kbps を超えることはできません。 


^注意 ピークセルレート（設定時の注意） 

ATM トラフィッククラスとして 「 CBR 」 を選択した全ての接続先 
のピークセルレートの合計値が ADSL 上り伝送速度（帯域）を超え 
ないように設定してください。 

本装置は接続先番号 （ No .) の小さい接続先から順に帯域を確保して 
いきます。確保する帯域が ADSL の上り帯域を超えた場合、それ以 
降の接続先には強制的に UBR が適用され、設定したピークセルレー 
卜は無視されます。 

ADSL の伝送速度は伝送路の条件その他によって変動することがあ 
りますので、帯域の確保を重視する接続先から順に小さい接続先番 
号 （ No .) となるよう設定を行ってください。 
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2 章基本設定 


2-9 ATM 設定 


モデム(ブリッジ) 


プロバイダ側のモデム（ブリッジ）との接続に関わる設定を行います。 


-I 接続先の名称 

丄接続先の名称を入力してください。複数の接続先を登録した場合に名前で判別 
することができます。 


接続先の名称 is P 


注意 半角の英数字および記号の入力が可能です。但し、〈>‘“？&% = 

¥は使用できません。 


2 この接続先を 

この ADSL 接続をしようする場合には「使用する」を選択してください。 


この接続先を使用する v 


3 ATM コネクション ID 

プロバイダから指定された VPI / VCI を指定してください。 

ATM コネクシ g ン ID VPI 叵 | (0-255) VCI |32 ] (32-65535) 


4 ATM トラフィッククラス 

ATM サービスの分類を CBR と UBR から選択してください。 CBR を選択した 
場合、ピークセルレートも必ず選択してください。 

ATM トラフィッククラス 0 UBR 

E fcs 宝 B きの;'主宜 OCBR ー ビークセルレート [24 Kbps v : 


ぜメモ 「 MN 7320」の場合、全接続先設定のピークセルレートの合計が 

1024 kbps を超えることはできません。 


主意 注意ピークセルレート（設定時の注意） 

ATM トラフィッククラスとして 「 CBR 」 を選択した全ての接続先 
のピークセルレートの合計値が ADSL 上り伝送速度（帯域）を超え 
ないように設定してください。 

本装置は接続先番号 （ No .) の小さい接続先から順に帯域を確保して 
いきます。確保する帯域が ADSL の上り帯域を超えた場合、それ以 
降の接続先には強制的に UBR が適用され、設定したピークセルレー 
卜は無視されます。 
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ADSL の伝送速度は伝送路の条件その他によって変動することがあ 
りますので、帯域の確保を重視する接続先から順に小さい接続先番 
号 ( No .) となるよう設定を行ってください。 
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3 章モデム（ブリッジ）モードの詳細設定 


第3章モデム（ブリッジ）モードの詳細設定 


3-1 モデム（ブリッジ）モードでのフィルタ設定について 


モデム(ブリッジ) 


「 MN 7320」のモデム（ブリッジ）モードには、 MAC フイルタ、プロトコルフイ 
ルタ、 ARP フィルタの各フィルタ機能が搭載されています。受信したパケット 
は順次、フィルタにて判定され全てのフィルタを通過したバケツトのみ転送が行 
われます。 
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3-2 MAC フイルタ設定 


モデム(ブリッジ)| 


MAC アドレスに基づいてフィルタリングを行うことができます。これにより 
端末の制限や外部へのアクセス制限、トラフィックの軽減が可能になります。 


/注意 MAC フィルタ設定を変更すると、 MAC テーブルの内容が一旦クリ 

アされます。 


-I メニュー フレームから [ MAC フイルタ]をクリックしてください。 MAC フイ 
丄ルタ設定画面が表示されます。 


MAC フィルタ設定 


フイルタのモード MAC フィルタなし v 

[M] 


2 フイルタのモード 

MAC フィルタの動作として以下を選択できます。 


•「 MAC フイルタなし」 

• 「指定 MAC のみ通過」 
• 「指定 MAC を破棄」 


フイルタのモード 指定 MAC のみ通過 v 


礞メモ 「 MAC フィルタなし」以外を選択した場合、フィルタの定義項目が 

表示されます。 


3 MAC フィルタ（定義済） 

フィルタリングを行う MAC アドレスのうち、以下のものについては事前に定 
義されています。対象にしたいものにチェックをつけてください。定義済の 
MAC アドレスとして以下を選択できます。 


• 「ブロードキャストアドレス」 

• 「マルチキヤストアドレス」 

•「 BPDU アドレス」 

MAC フィルタ(定義済み〉 □ ブロードキャストアドレス ( FF : FF : FF : FF : FF : F f ：) 
□ マルチキヤストアドレス 
□ BPDU アドレス (01:80:02:00:00:00) 
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3 章モデム（ブリッジ）モードの詳細設定 


主意 * 定義済フィルタ使用時の注意点 

ブロードキャストアドレスを廃棄に設定してもプロトコルフィル 
夕で通過に設定されていればその結果が優先されます。これを止 
める場合は、ユーザ定義アドレスでブロー ドキャストアドレスを 
廃棄に設定してください。 

氺不正パケット 

以下のバケットは不正パケットとして破棄されます。 

• 宛先 MAC アドレスが〇〇.〇〇.〇〇.〇〇.〇〇.〇〇 
• 送信元 MAC アドレスのマルチキャストビットが Oh 
• 宛先と送信元の MAC アドレスが同一 


鎿メモ 定義済アドレスの設定では通過させる方向を指定できません。これ 

を指定したい場合は、次ページの 「 MAC フィルタ（ユーザ定義)」 
で指定してください。 


A 設定 

[設定]をクリックしてください。 MAC フィルタの動作と MAC フィルタ（定 
義済）の設定が保存され反映されます。 


<注意 MAC フィルタを定義するためには、一度[設定]をクリックし、定 

義を保存する必要があります。 


礞メモ MAC フィルタの動作と MAC フィルタ（定義済）が設定されると 

MAC フィルタ（ユーザ定義）の一覧が表示され、ユーザ定義を追加 
できる状態になります。 


MAC フィルタ設定 


フイルタのモード 指定 MAC のみ通過 v 

MAC フイルタ(定義済み〉 □ プロードキャストアドレス ( FF : FF : FRFF : FF : FF 〉 
□ マルチキャストアドレス 
□ BPDU アドレス (01:80:02:00:00:00) 

画 


MAC フィルタ〈ユーザ定義） 

設定を変更または則除するには、番号をクリックしてくださ U 
設定を追加するには、空棚の番号をクリックじ C ください。 

No. MAC アト-レス 
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5 MAC フィルタ（ユーザ定義） 

設定を行う No . をクリックしてください。 MAC フィルタ設定画面が表示されま 
す0 


指定 MAC を廃棄の場合 
MAC フィルタ設定 


No . 1 

MAC アドレス 100:00:00:00:00:00 


[設定 I 丨戻るつ 


MAC フィル5(ユーザ定_) 

設定を変更また13則除するには、番号をクリックしてください。 
設定を追加するには、空棚の番号をクリックしてください。 

No. MAG アドレス 


指定 MAC のみ通過の場合 
MAC フィルタ設定 


No . 1 

MAC アドレス [〇〇:〇〇:〇〇:〇〇:〇〇:〇〇 

パケットの通過方向 jg|ff 

LAN 格 1 
T T 

*,, L ™ 一-口 
s^Bfeiasp)^ □ - 

[isnn^] 


MAC フィルタ(ユーザ定義） 

設定を変更また IS 則除するには、番号をクリックじ！:ください。 
設定を追加するには、空棚の番号をクリックしてください。 

No. MAC アドレス 


①フィルタ対象とする MAC アドレスを入力してください。 

MAC アドレス 100:00:00:00:00:00 
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3 章モデム（ブリッジ）モードの詳細設定 


②通過を許可するインタフェースの組み合わせのチェックボックスをチェック 
してください。本設定は、”指定 MAC のみ通過”の時のみ有効です。 


パケットの通過方向 


送信 
LAN 接1 


接続先 icisp) — 


- 

□ 

□ 

- 


嫔メモ 送信の下に表示された「接1」〜「接4」（上図は接1のみ）は、そ 
れぞれ「接続先1」〜「接続先4」を表わしています。 


③[設定]をクリックしてください。 

設定内容が保存され、反映されます。 

MAC フィルタ設定 


フイルタのモード 定 MAC のみ通過 v|| 

MAC フイル5(定義;'斉み〉 □ プロ'-ドキャストアドレス (FF:FF:FF:FF:FF:FF) 
□ マルチキャストァドレス 
□ BPDU アドレス (D1:80:C2:00:00: ⑽ 

闕 


MAC フィルタ(ユ〜ザ定盖） 

設定を変更また13則除するには、番号をクリックしてください。 
設定を追加する！こは、空棚の番号をクリックしてください。 

No . MA 07 FL / ス 

111:22:33:44:55:66 


礞メモ [削除]をクリックすると、選択された番号の設定が削除されます。ま 
た、[戻る]をクリックした場合、入力した値は反映されず、 MAC フイ 
ルタ （ユーザ定義）設定の一覧画面に戻ります。 
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3-3 プロトコルフィルタ設定 


モデム(ブリッジ) 


指定したプロトコルをフィルタリングします。使用可能なプロトコルの制限、 
トラフィックの制限が可能となります。 

1 メニュー フレームからプロトコルフィルタをクリックしてください。プロトコ 
丄ルフィルタ設定画面が表示されます。 


ブロトコルフィルタ設定 


フイルタのモード[ゴロトコルフィルタなし v 

闕 


2 フイルタのモード 

プロトコルフィルタのモードとして以下を選択できます。 


• 「プロトコルフイルタなし」 
• 「指定プロトコルのみ通過」 
• 「指定プロトコルを破棄」 


礞メモ 「プロトコルフィルタなし」以外を選択した場合、フィルタの定義項 

目が表示されます。 


ブロトコルフィルタ設定 


フィルタのモード 
プロトコルフィル5〈定_済み） 


指定プロトコルのみ通過 V 

□ IP 

□ ARP 

□ Reverse ARP 

□ IPv 6 

□ IPX 

□ AppleTalk 

□ SNA 

□ PPPoE 

□ NetBEUI 

□ VLAN Tag ( IEEE 802.1 Q ) 


プロトコルフイルタ(ユーザ定 _) 


(0 x 05 dd - Oxff 什 Type Value / 空白:指定無し〉 

回 
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3 章モデム（ブリッジ）モードの詳細設定 


3 プロトコルフィルタ（定義済） 

フィルタリングを行うプロトコルのうち、以下のものについては事前に定義さ 
れています。対象としたいものにチェックをつけてください。定義済のプロト 
コルとしては以下を選択できます。 


• 「 IP 」 

• 「 ARP 」 

• r ReverseARPj 
- 「 IPv6 」 

• 「 IPX 」 


• 「 AppleTalk 」 

•「 SNA 」 

• 「 NetBEUI 」 

• 「 PPPoE 」 

• fVLANtag (IEEE802.1Q)J 


嫁メモ フィルタ対象となる LLC タイプ LAN タイプについての詳細は、 
WWW 上のオンラインヘルプを參照してください。 

プロトコルフィル5(定_済み） □ ip 

□ ARP 

口 Reverse ARP 

□ IPv 6 

□ IPX 

I _| AppleTalk 

□ SNA 

□ PPPoE 

□ NetBEUI 

□ VLAN Tag ( IEEE 802.1 Q 〉 


< 注意 定義済フィルタ使用時の注意点 

MAC フィルタ（定義済）でブロードキャストアドレスを廃棄に設定 
してもプロトコルフィルタで通過に設定されていれば、そちらが優 
先されます。つまり、 MAC フィルタでブロードキャストを破棄に 
設定し、プロトコルフィルタで IP を通過に設定した場合、 IPX のブ 
ロードキャストは破棄されますが IP のブロードキャストは通過しま 
す。これを避けたい場合は、 MAC アドレス（ユーザ定義）でブロー 
ドキャストアドレスを「廃棄」に設定してください。 


A プロトコルフィルタ（ユーザ定義） 

^ プロトコルフィルタで通過もしくは廃棄させたいプロトコルを指定します。任 
意の LAN タイプを 1 つ指定できます。プロトコルタイプを 16 進数で入力して 
ください。 


プロトコルフィルタ(ユーザ定表） 

(0 x 05 dd - Oxff 什 Type Value / 空白:指定無し) 


jr [設定]をクリックすることにより、設定値が保存され動作に反映されます。 
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a 4 ARP フイルタ設定 


モデム(ブリッジ )1 


ARP パケットの転送を制限する場合に使用し ます。 指定された IP アドレス/ 
マスクに一致しない ARP 要求/応答パケットは廃棄し ます。 LAN 側 、 ADSL 
側それぞれに転送したい IP アドレス/マスクを設定で きます。 

-I メニューフレームから ARP フィルタをクリックしてください。 ARP フィルタ 
丄設定画面が表示されます。 


ARP フィルタ設定 


LAN 側の IP アドレス/マスク長 | / [ 

ADSL 側の IP アドレス/マスク長 I 1/ [ 


(フィルタを指定しな L 调合13空白入力） 

闕 


2 ARP フィルタ LAN 側 

フィルタリングを行う LAN 側 IP アドレスとマスク長を入力します。 



A 設定 

[設定]をクリックしてください。 ARP フィルタの設定が保存され動作に反映 
されます。 


鑀メモ * 受信側では ARP パケットの送信元アドレスを、送信側では宛先アド 
レスを参照し、指定された IP アドレスと双方向マスクをかけ一致す 
れば転送を行い、不一致の場合はパケットを破棄します。 

* ここで設定するマスク長はアドレス範囲を指定するためのものです。 
例えば「192.168.1.2/32」と設定すると192.168 .1.2 を送信元アドレ 
ス（受信時）または宛先アドレス（送信時）に持つ ARP パケットの 
みが転送されます。 

また、「192.168.0.0/16」と設定すると192.168で始まるアドレスを送 
信元/宛先アドレスに持つ ARP パケットのみが転送されます。実際 
のネットワークに与えられたマスク長と一致させる必要はありません。 
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3 章モデム（ブリッジ）モードの詳細設定 


株式会社エヌ•テイ.テイエムイー 
〒 100-8132 東京都千代田区大手町2 丁目2番2号 
URL http :// www . ntt - me . co.jp 
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